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は
じ
め
に

　

寛
元
四
年
（
一
二
四
六
）
閏
四
月
、
北
条
時
頼
は
兄
経
時
の
譲
り

を
受
け
て
執
権
と
な
っ
た
。
そ
の
後
時
頼
は
、
宮
騒
動
・
宝
治
合
戦

な
ど
を
経
て
、
自
己
の
幕
府
内
に
お
け
る
権
力
を
確
固
た
る
も
の
と

し
、
建
長
元
年
（
一
二
四
九
）
に
は
引
付
制
を
設
け
て
、
訴
訟
の
迅

速
化
を
図
っ
た
。
そ
し
て
、
康
元
元
年
（
一
二
五
六
）
一
一
月
、
時

頼
は
執
権
職
を
北
条
重
時
の
嫡
男
長
時
に
譲
っ
て
出
家
し
た
が
、
そ

の
後
も
北
条
氏
家
督
＝
得
宗
と
し
て
幕
府
内
の
実
権
を
握
っ
て
い
た

と
さ
れ
る
。
こ
の
時
期
は
、
鎌
倉
幕
府
政
治
の
展
開
の
な
か
で
、
執

権
政
治
か
ら
得
宗
専
制
政
治
へ
の
移
行
期
と
捉
え
ら
れ
て
い
る（

（
（

。

　

こ
の
執
権
時
頼
・
長
時
期
に
つ
い
て
は
、
将
軍
権
力
と
執
権
権
力

に
関
す
る
研
究（

（
（

、
こ
の
点
と
関
連
し
て
小
侍
所
や
御
所
奉
行
に
つ
い

て
の
具
体
的
検
討（

（
（

な
ど
が
進
め
ら
れ
て
き
た
ほ
か
、
幕
政
運
営
に
関

し
て
は
引
付
制
に
関
心
が
払
わ
れ
て
き
た（

（
（

。
ま
た
、
得
宗
専
制
政
治

の
一
つ
の
指
標
と
さ
れ
る
寄
合
が
こ
の
こ
ろ
か
ら
見
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
で
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
当
該
期
の
寄
合
は
ま
だ
制
度
と
し
て

確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た（

（
（

。
引
付
・
寄
合
と
も
に
当
該
期
の
幕
政
運

営
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
の
幕
府
の
最
終
的
な
意

思
決
定
は
、
依
然
と
し
て
評
定
で
行
わ
れ
て
い
た（

（
（

。
し
か
し
、
当
該

期
の
評
定
会
議
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
て
き
て
い
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、執
権
長
時
期
も
得
宗
時
頼
が
実
権
を
握
っ

て
い
た
と
さ
れ
る
が
、
時
頼
は
ど
の
よ
う
な
形
で
幕
政
に
関
わ
っ
て

い
た
の
か
と
い
う
点
も
重
要
な
検
討
課
題
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い

て
は
、
菊
池
紳
一
氏
が
触
れ
て
お
ら
れ
る
ほ
か
、
小
侍
所
と
の
関
係

か
ら
の
指
摘
が
あ
る
が（

（
（

、
評
定
と
の
関
わ
り
か
ら
も
検
討
す
る
余
地

が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
、『
吾
妻
鏡
』（
新

訂
増
補
国
史
大
系
本
。
以
下
『
鏡
』
と
略
称
す
る
）
を
素
材
と
し
て
、
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法
政
史
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九
号

四
八

順
次
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

一　

評
定
会
議
の
開
催
場
所
と
参
加
者

　

ま
ず
、
当
該
期
の
評
定
会
議
が
開
か
れ
た
場
所
と
そ
の
参
加
者
を

確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

以
前
に
私
は
、
将
軍
頼
家
か
ら
執
権
経
時
期
ま
で
の
評
定
会
議

が
、
将
軍
御
所
・
執
権
邸
・
評
定
所
な
ど
で
開
か
れ
て
い
た
こ
と
を

指
摘
し
た
が（

（
（

、
そ
れ
以
降
の
時
期
の
評
定
会
議
の
開
催
場
所
に
つ
い

て
は
秋
山
哲
雄
氏
が
検
討
さ
れ
、
評
定
は
執
権
邸
で
開
か
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る（

（
（

。
次
頁
の
表
は
、
執
権
時
頼
・

長
時
期
の
評
定
会
議
に
つ
い
て
、『
鏡
』
か
ら
そ
の
開
催
場
所
が
分

か
る
条
文
を
一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
備
考
欄
に
は
評
定
会
議
で

あ
る
こ
と
を
示
す
語
を
記
し
た
が
、
そ
れ
が
「
沙
汰
」
で
あ
る
も
の

に
つ
い
て
は
説
明
が
必
要
か
も
し
れ
な
い
。
一
例
を
挙
げ
る
と
次
の

通
り
で
あ
る
。

【
史
料
１
】『
鏡
』建
長
三
年（
一
二
五
一
）一
〇
月
二
九
日
条（
表
―
１
）

廿
九
日
乙
酉
、
奥（

重
時
）州

、
相（

時
頼
）州

并
評
定
衆
等
、
於
二
幕
府
一
別
参
、

御
所
艮
唯
評
定
所
之
屋
可
レ
被
レ
建
之
由
、
有
二
其
沙
汰
、一
被

レ
尋
二
陰
陽
道
輩
一
之
処
、
丑
寅
之
方
遊
年
也
、
今
年
中
不
快
之

由
依
二
勘
申
一
而
、
被
レ
止
二
其
義〔

儀
〕一

云
々
、

　

こ
の
日
、
連
署
北
条
重
時
、
執
権
北
条
時
頼
お
よ
び
評
定
衆
が
幕

府
（
将
軍
御
所
）
に
参
じ
て
「
沙
汰
」
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
「
沙
汰
」
は
評
定
会
議
と
み
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
表
―

６
・
11
の
「
沙
汰
」
も
、
こ
れ
と
同
様
の
理
由
で
評
定
と
判
断
し
た

も
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
史
料
１
で
当
時
若
宮
大
路
に
あ
っ
た
将
軍
御
所
の
東
北
方

に
評
定
所
を
建
て
る
こ
と
が
議
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
陰
陽
師
が
、
東

北
は
造
作
を
避
け
る
べ
き
遊
年
の
方
角
に
当
た
っ
て
い
る
の
で
、
今

年
中
の
造
作
は
不
快
で
あ
る
と
勘
申
し
た
た
め
、
評
定
所
建
設
は
取

り
や
め
と
な
っ
た
。
幕
府
の
評
定
所
は
、
宝
治
元
年
（
一
二
四
七
）

一
一
月
一
四
日
に
新
造
さ
れ
た
連
署
重
時
邸
内
に
造
ら
れ
て
お
り（

（1
（

、

今
回
そ
れ
と
は
別
に
評
定
所
を
建
て
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の

後
、
御
所
の
東
北
方
に
評
定
所
が
建
て
ら
れ
た
形
跡
は
な
い
の
で
、

表
―
４
・
８
の
評
定
所
も
、
重
時
邸
内
の
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。
秋
山
哲
雄
氏
に
よ
る
と
、
こ
の
重
時
邸
は
若
宮
大
路
御
所
の

北
側
に
隣
接
し
て
建
て
ら
れ
て
お
り
、
評
定
所
は
重
時
邸
の
な
か
で

も
御
所
近
く
に
造
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う（

（1
（

。

　

こ
の
史
料
１
（
表
―
１
）
の
若
宮
大
路
御
所
を
壊
し
て
、
同
じ
場

所
に
新
造
さ
れ
た
の
が
、
表
―
７
の
御
所
で
あ
る
。
建
長
四
年
三
月
、

将
軍
九
条
頼
嗣
が
廃
さ
れ
、
四
月
に
京
都
か
ら
宗
尊
親
王
が
新
将
軍

と
し
て
下
向
し
た
。
こ
れ
に
伴
っ
て
新
御
所
を
造
営
す
る
こ
と
に
な

り
、
表
―
２
で
五
月
中
に
旧
御
所
（
史
料
１
の
「
御
所
」）
を
壊
す
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こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
六
月
二
日
に
着
工
、
一
一
月
一
一
日

に
将
軍
宗
尊
が
新
御
所
に
入
御
し
て
評
定
始
を
行
っ
た（

（1
（

。
こ
の
新
御

所
造
営
期
間
中
の
評
定
の
な
か
で
、
表
―
２
・
３
は
「
相
州
亭
」
に

お
い
て
、
表
―
５
・
６
は
「
御
所
」
に
て
評
定
が
あ
っ
た
と
す
る
が
、

新
御
所
造
営
の
間
は
時
頼
邸
が
御
所
と
な
っ
て
い
た
の
で（

（1
（

、
い
ず

れ
も
時
頼
邸
で
開
か
れ
た
評
定
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
表
―

10
・
11
の
事
例
で
は
、
執
権
時
頼
邸
、
連
署
政
村
邸
で
評
定
が
開
か

れ
て
い
る
。

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
表
―
２
～
６
、
８
・
10
・
11
が
執
権
・
連

署
邸
で
開
催
さ
れ
た
評
定
、
表
―
１
・
７
・
９
が
将
軍
御
所
で
開
か

れ
た
評
定
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
期
の
す
べ
て
の
評
定
会
議

が
執
権
・
連
署
邸
で
開
か
れ
た
も
の
と
は
い
え
な
い
が
、
執
権
・
連

No.

年
　
月
　
日

議
　
事
　
内
　
容

場
　
所

備
考

1

建
長
三
（
一
二
五
一
）・	

一
〇	

・	

二
九

御
所
の
艮
に
評
定
所
建
設
に
つ
い
て

御
所

沙
汰

2

建
長
四
（
一
二
五
二
）・	

四	

・	

二
九

古
御
所
破
却
に
つ
い
て

時
頼
邸
（
御
所
）

評
議

3

建
長
四
（
一
二
五
二
）・	

五	

・	

五

御
所
造
営
、
将
軍
宗
尊
方
違
え
に
つ
い
て

時
頼
邸
（
御
所
）

評
定

4

建
長
四
（
一
二
五
二
）・	

五	

・	

一
七

将
軍
宗
尊
方
違
え
に
つ
い
て

評
定
所

評
議

5

建
長
四
（
一
二
五
二
）・	

八	

・	

六

将
軍
宗
尊
病
悩
、
祈
禱
療
治
に
つ
い
て

御
所
（
時
頼
邸
）

評
議

6

建
長
四
（
一
二
五
二
）・	
八	
・	

二
一

将
軍
宗
尊
の
新
御
所
移
徙
延
引
に
つ
い
て

御
所
（
時
頼
邸
）

沙
汰

7

建
長
四
（
一
二
五
二
）・	

一
一	
・	
一
一

新
造
御
所
に
て
評
定
始

御
所

評
議

8

建
長
六
（
一
二
五
四
）・	

五	

・	
七

鶴
岡
八
幡
宮
回
廊
造
替
に
つ
い
て

評
定
所

評
議

9

建
長
六
（
一
二
五
四
）・	

一
二	

・	

一
二

内
容
不
明

御
所

評
定

10

康
元
元
（
一
二
五
六
）・	

正	

・	

一
〇

評
定
始

時
頼
邸

評
定

11

弘
長
三
（
一
二
六
三
）・	

一
二	

・	

二
四

将
軍
宗
尊
妻
の
産
所
・
方
違
え
等
に
つ
い
て

政
村
邸

沙
汰

【
表
】『
鏡
』
に
見
る
評
定
会
議
の
開
催
場
所
（
執
権
時
頼
・
長
時
期
）

＊
備
考
欄
に
は
評
定
を
表
す
語
句
を
示
し
た
。
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政
史
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第
七
十
九
号

五
〇

署
邸
で
開
か
れ
る
の
が
基
本
で
あ
っ
た
こ
と
は
窺
え
る
で
あ
ろ
う
。

秋
山
氏
は
、
評
定
会
議
が
執
権
邸
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
評
定

が
執
権
の
開
催
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
し
て
お
ら
れ
る（

（1
（

。

　

次
に
評
定
会
議
の
参
加
者
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
史
料
１
に
も
あ
る

よ
う
に
執
権
・
連
署
お
よ
び
評
定
衆
で
あ
る
。
ほ
か
に
評
定
参
加
者

が
知
ら
れ
る
事
例
を
挙
げ
る
と
、
表
―
４
で
は
執
権
時
頼
・
連
署

重
時
と
評
定
衆
の
北
条
政
村
・
同
時
章
が
、
表
―
５
で
は
、
表
―

４
の
参
加
者
に
加
え
て
、
評
定
衆
で
あ
る
北
条
朝
直
・
二
階
堂
行

義
・
安
達
義
景
が
参
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
執
権
長
時
期
の
評
定
会

議
に
関
す
る
『
鏡
』
の
記
事
を
見
る
と
、
執
権
を
退
い
た
時
頼
が
評

定
に
出
席
し
て
る
様
子
を
窺
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
時
期
の
評

定
会
議
の
記
事
で
出
席
者
が
明
ら
か
に
な
る
の
は
『
鏡
』
正
嘉
元
年

（
一
二
五
七
）
九
月
二
四
日
条
の
み
で
あ
る
が
、そ
の
時
は
執
権
長
時
・

連
署
政
村
と
評
定
衆
の
北
条
朝
直
・
二
階
堂
行
義
が
出
席
し
て
い
て
、

時
頼
の
名
は
な
い
。
執
権
長
時
期
の
評
定
参
加
者
も
執
権
・
連
署
と

評
定
衆
で
あ
り
、
得
宗
時
頼
は
参
加
し
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
表
―
６
の
事
例
で
は
、
評
定
参
加
者
と
し
て
連
署
重

時
と
評
定
衆
の
北
条
政
村
・
同
朝
直
・
安
達
義
景
・
二
階
堂
行
義
の

名
が
挙
が
っ
て
い
る
が
、
執
権
時
頼
の
名
は
な
い
。
こ
の
評
定
は
当

時
の
将
軍
御
所
＝
時
頼
邸
で
開
か
れ
て
お
り
、
単
に
『
鏡
』
が
書
き

落
と
し
た
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
次
に
挙
げ
る
史
料
２
の
よ
う
に
、

時
頼
が
評
定
会
議
を
欠
席
し
た
事
例
も
あ
る
。

【
史
料
２
】『
鏡
』
建
長
三
年
（
一
二
五
一
）
九
月
二
〇
日
条

廿
日
丁
丑
、
評
定
、
奥（

重
時
）州

申（
マ
マ
）被

二
沙
汰
、一
讃
岐
国
海
賊
張
本
等
、

于
二
関
東
一
召
下
、
可
レ
被
レ
遣
二
夷
島
一
之
由
云
々
、

　

こ
こ
で
は
、
讃
岐
国
の
海
賊
張
本
ら
を
夷
島
に
流
刑
と
す
る
こ
と

が
評
議
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
評
定
は
連
署
重
時
が
申
し
沙
汰
し
た

と
い
う
。『
鏡
』
に
よ
る
と
、
こ
の
前
日
の
一
九
日
に
、
執
権
時
頼

は
三
島
社
参
詣
の
た
め
の
精
進
潔
斎
を
始
め
、
二
三
日
に
三
島
社
に

向
け
て
出
発
し
て
い
る
。
こ
こ
で
参
考
に
な
る
の
が
、
後
の
事
例
で

は
あ
る
が
、
秋
山
哲
雄
・
高
橋
一
樹
両
氏
が
触
れ
て
お
ら
れ
る
『
永

仁
三
年
記
』
の
同
年
（
一
二
九
五
）
二
月
二
三
日
条
で
あ
る（

（1
（

。
そ
こ

に
は
「
太（

貞
時
）守

自
二
明
日
一
被
レ
初
二
二
所
之
御
精
進
一
之
間
、
於
二
奥（

宣
時
）州

御
亭
一
被
レ
行
二
評
定
一
」
と
あ
り
、
執
権
貞
時
が
翌
日
か
ら
伊
豆
山
・

箱
根
両
社
参
詣
の
た
め
の
精
進
を
始
め
る
の
で
、
連
署
宣
時
邸
に
お

い
て
評
定
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
同
条
に
は
評
定
の
出
席

者
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
貞
時
の
名
は
な
く
、
貞
時
は
評

定
に
出
席
し
て
い
な
い
。
史
料
２
も
こ
れ
と
同
じ
状
況
と
考
え
ら
れ
、

時
頼
が
精
進
潔
斎
中
で
評
定
会
議
を
欠
席
し
た
た
め
、
時
頼
に
代

わ
っ
て
重
時
が
評
定
を
主
催
し
た
と
い
う
こ
と
を
い
っ
て
い
る
の
で

あ
る（

（1
（

。
こ
の
よ
う
に
、
時
頼
が
評
定
に
参
加
し
て
い
な
い
事
例
も
あ

る
の
で
、
表
―
６
で
も
、
理
由
は
不
明
だ
が
、
時
頼
が
評
定
を
欠
席
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執
権
時
頼
・
長
時
期
の
幕
政
運
営
に
つ
い
て
（
仁
平
）

五
一

し
た
可
能
性
を
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
史
料
２
で
重

時
が
評
定
を
取
り
仕
切
っ
た
の
は
、
時
頼
が
欠
席
し
た
た
め
で
あ
る

と
い
う
こ
と
は
、
時
頼
が
参
加
す
る
評
定
で
は
、
執
権
が
主
導
し
た

と
い
う
こ
と
を
示
す
と
い
え
よ
う
。

　

続
い
て
、
評
定
会
議
と
将
軍
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
確
認
し
て
お

き
た
い
。
す
で
に
執
権
経
時
期
に
は
、
将
軍
が
評
定
会
議
の
結
果
を

記
し
た
評
定
事
書
を
閲
覧
す
る
手
続
き
が
省
略
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
将
軍
は
評
定
会
議
に
一
切
関
わ
る
こ
と
が
な
く
な
っ
て
い
た

が（
（1
（

、
当
該
期
に
お
い
て
も
、
そ
れ
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。
次
の
史

料
３
は
執
権
時
頼
期
の
評
定
事
書
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
史
料
３
】『
鏡
』
建
長
二
年
（
一
二
五
〇
）
一
二
月
二
〇
日
条

廿
日
辛
亥
、
御
所
中
頗
無
人
、
自
二
小
侍
所
、一
頻
雖
レ
被
レ
加
二

催
促
、一
似
レ
無
二
其
詮
、一
仍
伺
二
申
相（

時
頼
）州

一
間
、
可
レ
令
二
披
露
一
之

旨
、
就
下
令
二
返
答
一
給
、上
今
日
有
二
其
沙
汰
、一
於
二
不
法
輩
一
者
、

被
レ
止
二
出
仕
、一
加
二
壮
年
勤
厚
人
於
其
闕
、一
始
可
レ
令
二
結
番
一

之
由
被
レ
定
レ
之
、
清（

清

原

満

定

）

左
衛
門
尉
読
二
申
彼
事
書
一
云
々
、

　

将
軍
御
所
に
は
、
将
軍
頼
嗣
の
近
習
番
役
を
勤
め
る
御
家
人
が
誰

も
祗
候
し
て
い
な
い
状
態
で
、
管
轄
す
る
小
侍
所
が
何
度
御
家
人
に

催
促
し
て
も
、
状
況
は
ま
っ
た
く
変
わ
ら
な
い
。
そ
こ
で
（
小
侍
所

別
当
の
北
条
実
時
が
）
執
権
時
頼
に
伺
い
を
立
て
た
と
こ
ろ
、
時
頼

か
ら
「
可
レ
令
二
披
露
一
」
と
の
返
事
が
あ
り
、
今
日
そ
の
「
沙
汰
」

が
あ
っ
た
。
そ
し
て
番
役
を
勤
め
な
い
者
は
御
所
へ
の
出
仕
を
止
め
、

勤
勉
な
御
家
人
を
そ
の
替
わ
り
に
番
衆
に
加
え
て
結
番
す
る
こ
と
が

定
め
ら
れ
、
そ
の
こ
と
を
記
し
た
「
事
書
」
を
清
原
満
定
が
読
み
上

げ
た
と
い
う
。
評
定
衆
で
あ
る
満
定
が
読
ん
だ
「
事
書
」
は
評
定
事

書
で
、「
沙
汰
」
は
評
定
、
時
頼
が
「
可
レ
令
二
披
露
一
」
と
し
た
の

は
、
こ
の
案
件
を
評
定
会
議
に
諮
っ
て
審
議
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
。
こ
こ
に
、
評
定
事
書
を
将
軍
が
閲
覧
し
た
と
い
う
こ
と
は
書

か
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
史
料
４
に
見
え
る
よ
う
に
、
評
定

始
で
は
将
軍
に
よ
る
事
書
閲
覧
が
行
わ
れ
て
い
た
。

【
史
料
４
】『
鏡
』
建
長
四
年
（
一
二
五
二
）
四
月
一
四
日
条

十
四
日
丁
卯
、
霽
、（
中
略
）、
次
可
レ
有
二
評
定
始
一
之
旨
被
二
仰

出
、一秋（

安
達
義
景
）

田
城
介
奉
行
云
々
、奥（

重
時
）州

以
下
参
上
、各
着
座
、（
中
略
）、

大
神
宮
八
幡
宮
以
下
大
社
、
可
レ
被
レ
奉
二
神
馬
一
之
由
、
被
レ
定

云
々
、
是
御
下
向
無
為
之
上
、
依
レ
為
二
将
軍
始
一
也
、
評
定
訖
、

両
国
司
持
二
参
事
書
一
給
、
御
覧
之
後
被
レ
施
二
行
之
、一（
後
略
）

　

新
将
軍
宗
尊
親
王
の
も
と
で
の
評
定
始
が
開
か
れ
、
評
定
終
了
後

に
「
両
国
司
」、
す
な
わ
ち
執
権
時
頼
と
連
署
重
時
が
評
定
事
書
を

将
軍
に
持
参
し
、
将
軍
が
閲
覧
し
た
後
に
大
社
へ
の
神
馬
奉
納
が
な

さ
れ
た
と
あ
る
。
評
定
始
に
お
け
る
将
軍
の
評
定
事
書
閲
覧
は
、
執

権
政
村
期
の
事
例
で
あ
る
が
、『
鏡
』
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
正

月
六
・
一
二
日
条
に
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
年
の
評
定
始
は
正
月
一
二
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法
政
史
学

　
第
七
十
九
号

五
二

日
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
前
の
六
日
に
急
遽
評
定
が
開
か
れ
た
。
こ

の
時
の
評
定
出
席
者
が
布
衣
を
着
て
い
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
「
是
非
二
評
定
始
之
礼
一
歟
」
と
評
し
（
正
月
六
日
条
）、「
去
六
日

者
臨
時
儀
也
」（
正
月
一
二
日
条
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
六
日
の
評

定
は
臨
時
の
評
定
始
と
い
う
形
で
執
り
行
わ
れ
、
将
軍
が
事
書
を
閲

覧
す
る
手
続
き
を
経
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
見
た
将
軍
に
よ
る
評
定

事
書
閲
覧
は
、
評
定
始
と
い
う
儀
式
の
な
か
で
、
儀
礼
的
手
続
き
と

し
て
残
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う（

（1
（

。

　

以
上
、
執
権
時
頼
・
長
時
期
の
評
定
会
議
は
主
に
執
権
・
連
署
邸

で
開
か
れ
、
将
軍
が
関
与
す
る
こ
と
な
く
、
執
権
が
主
導
し
て
い
た

こ
と
を
確
認
し
た
。

二　

執
権
長
時
期
の
得
宗
時
頼

　

康
元
元
年
（
一
二
五
六
）
一
一
月
二
二
日
、
北
条
時
頼
は
執
権
職

を
北
条
重
時
の
嫡
男
長
時
に
譲
っ
た
。
長
時
は
時
頼
の
嫡
子
時
宗
が

幼
か
っ
た
た
め
に
、
そ
の
眼
代
と
し
て
執
権
に
な
っ
た
と
い
う（

（1
（

。
そ

の
後
時
頼
は
、
得
宗
と
し
て
幕
政
の
実
権
を
握
っ
て
い
た
と
さ
れ
る

が（
（2
（

、
は
た
し
て
時
頼
は
ど
の
よ
う
に
し
て
幕
政
に
関
わ
っ
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
か
。『
鏡
』
か
ら
そ
の
様
子
を
見
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

【
史
料
５
】『
鏡
』
文
応
元
年
（
一
二
六
〇
）
正
月
二
〇
日
条（

（2
（

廿
日
戊
子
、
今
日
、
於
二
御
所
中
、一
被
レ
定
二
置
昼
番
衆
、一
其

内
於
二
壮
士
一
者
、
歌
道
蹴
鞠
管
絃
右
筆
弓
馬
郢
曲
以
下
、
都

以
下
堪
二
一
芸
一
之
輩
、上
於
レ
時
依
レ
可
レ
有
二
御
要
、一
被
レ
定
二
結

番
、一
去
比
御
要
之
時
、
無
人
之
間
、
殊
以
此
御
沙
汰
出
来
、
仍

仰
二
小
侍
衆
、一
於
二
芸
能
之
輩
一
目〔

者
及
〕六

、
度
々
被
レ
仰
二
合
相
州（

時
頼
）禅

門
、一
治
定
云
々
、
工
藤
三
郎
右
衛
門
尉
光
泰
奉
二
行
之
、一
城

四（

安

達

時

盛

）

郎
左
衛
門
尉
為
二
清
書
、一（
後
略
）

　

こ
の
日
、
将
軍
御
所
に
お
い
て
御
所
昼
番
衆
が
定
め
ら
れ
た
。
こ

の
昼
番
衆
に
は
、
歌
道
・
蹴
鞠
・
管
絃
な
ど
の
一
芸
に
堪
能
な
者
を

選
ん
だ
が
、
そ
の
人
選
に
当
た
っ
て
は
、
小
侍
所
、
具
体
的
に
は
別

当
の
北
条
実
時
、
あ
る
い
は
こ
こ
に
名
が
出
て
い
る
所
司
の
工
藤
光

泰
な
ど
が
、
度
々
時
頼
に
相
談
し
て
決
め
た
の
だ
と
い
う
。
菊
池
紳

一
氏
は
、
こ
の
事
例
な
ど
か
ら
、
将
軍
と
御
家
人
と
の
主
従
関
係
に

関
す
る
と
こ
ろ
は
、
執
権
長
時
で
は
な
く
、
得
宗
時
頼
が
判
断
し
て

い
た
と
し
て
お
ら
れ
る（

（2
（

。

　

そ
の
ほ
か
、『
鏡
』
正
嘉
二
年
（
一
二
五
八
）
正
月
六
日
条
で
は
、

的
始
の
射
手
を
選
ぶ
際
に
、
今
ま
で
に
何
度
も
選
ば
れ
て
い
る
者
で

あ
っ
て
も
、
射
手
と
し
て
古
く
か
ら
実
績
の
あ
る
者
を
選
ぶ
よ
う
に

時
頼
が
厳
命
し
た
と
あ
る
。
右
に
見
た
昼
番
を
は
じ
め
、
近
習
番
・

廂
番
な
ど
の
御
所
内
諸
番
衆
、
的
始
の
射
手
の
人
選
は
小
侍
所
の
職

掌
で
あ
る
が（

（2
（

、
時
頼
も
そ
れ
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

な
お
、『
鏡
』
宝
治
元
年
（
一
二
四
七
）
正
月
二
〇
日
条
に
「
於
二
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執
権
時
頼
・
長
時
期
の
幕
政
運
営
に
つ
い
て
（
仁
平
）

五
三

左
親

（
時
頼
）衛

御
第
、一
将（

九
条
頼
嗣
）

軍
家
御
浜
出
之
間
犬
追
物
射
手
以
下
人
数
事
、

有
二
其
沙
汰
、一
掃
部
助
実（

北
条
）時

奉
二
行
之
一
」
と
あ
り
、
執
権
時
頼
と
小

侍
所
別
当
実
時
に
よ
っ
て
、
犬
追
物
の
射
手
な
ど
が
選
定
さ
れ
て
い

る（
（2
（

。
こ
れ
と
同
様
に
、
御
所
内
諸
番
衆
や
的
始
の
射
手
の
選
定
に
つ

い
て
も
、
時
頼
は
執
権
で
あ
っ
た
時
期
か
ら
関
わ
っ
て
い
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

　

次
の
史
料
６
は
、
鶴
岡
放
生
会
に
将
軍
宗
尊
親
王
が
出
向
く
際
の

供
奉
人
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
。

【
史
料
６
】『
鏡
』
弘
長
元
年
（
一
二
六
一
）
七
月
二
九
日
条（

（2
（

（
前
略
）、
以
上
四
人
、
被
二
催
促
一
之
処
、
行（

二
階
堂
）有

、
行（

二
階
堂
）氏

者
已

辞
レ
職
訖
、
蒙
二
在〔

任
〕

国
恩
許
一
之
由
捧
二
請
文
、一
広（

結
城
）綱

者
申
二
領

状
、一
家（

足
利
）氏

者
当
時
在
国
之
間
、
可
レ
被
レ
催
否
、
去
廿
七
日
、

於
二
相
州（

時
頼
）禅

室
御
所
一
有
二
沙
汰
、一
可
レ
申
二
評
定
一
之
由
治
定
、

仍
今
日
実（

平
岡
）俊

、
光（

工
藤
）泰

等
披
露
之
処
、
早
可
二
相
催
一
者
、
則
被

レ
成
二
下
御
教
書
一
云
々
、

　

引
用
部
分
冒
頭
に
あ
る
「
以
上
四
人
」
と
は
、
検
非
違
使
と
し
て

供
奉
す
る
こ
と
を
要
請
さ
れ
た
二
階
堂
行
有
・
同
行
氏
・
結
城
広
綱
・

足
利
家
氏
の
四
人
を
指
す
。
こ
の
う
ち
現
在
在
国
中
の
家
氏
に
対
し

て
、
供
奉
の
催
促
を
す
る
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
、
七
月
二
七
日
に

時
頼
邸
で
沙
汰
が
あ
り
、
評
定
会
議
に
諮
っ
て
審
議
す
る
こ
と
が
決

め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
今
日
二
九
日
に
小
侍
所
所
司
の
平
岡
実
俊
と

工
藤
光
泰
が
、
家
氏
に
対
す
る
放
生
会
供
奉
催
促
の
可
否
を
諮
り
た

い
旨
を
評
定
会
議
に
披
露
し
た
と
こ
ろ
、
早
く
供
奉
の
催
促
を
す
る

よ
う
に
と
の
結
論
が
出
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
す
ぐ
に
供
奉
人
の
こ
と

を
管
轄
す
る
小
侍
所
か
ら
御
教
書
（
催
促
状
）
が
出
さ
れ
た
と
い
う

の
で
あ
る（

（2
（

。
時
頼
邸
の
沙
汰
に
参
加
し
た
の
は
、
小
侍
所
の
所
司
平

岡
実
俊
・
工
藤
光
泰
か
、
別
当
の
北
条
実
時
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。

　

五
味
克
夫
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
将
軍
出
行
の
際
の
供

奉
人
は
、
小
侍
所
が
そ
の
候
補
者
を
選
定
し
、
将
軍
が
最
終
的
に
判

断
を
下
す
こ
と
に
よ
っ
て
決
定
し
た
が（

（2
（

、
史
料
６
か
ら
小
侍
所
に
お

け
る
供
奉
人
選
定
段
階
で
、
得
宗
時
頼
が
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
ま
た
、時
頼
が
執
権
で
あ
っ
た
こ
ろ
の
話
で
あ
る
が
、『
鏡
』

康
元
元
年
（
一
二
五
六
）
正
月
五
日
条
に
、
将
軍
宗
尊
親
王
が
時
頼

邸
に
御
行
始
す
る
際
の
供
奉
人
に
つ
い
て
、
こ
れ
以
前
の
二
、
三
年

は
執
権
時
頼
が
選
定
し
て
い
た
が
、
今
回
初
め
て
宗
尊
親
王
が
選
ぶ

こ
と
に
な
っ
た
と
あ
る
。
将
軍
出
行
時
の
供
奉
人
選
定
に
関
し
て
も
、

時
頼
は
執
権
時
代
か
ら
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
執
権
長
時
期
の
時
頼
は
、
小
侍
所
が
管
轄
す
る

御
所
内
諸
番
衆
の
結
番
、
将
軍
出
行
に
伴
う
供
奉
人
や
的
始
の
射
手

の
選
定
な
ど
に
関
与
し
た
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
の
事
柄
も
、
時
頼
が

執
権
で
あ
っ
た
時
代
か
ら
引
き
続
き
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る（

（2
（

。
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四

　

と
こ
ろ
で
、史
料
６
の
よ
う
に
、時
頼
が
そ
の
案
件
を
評
定
に
諮
っ

て
審
議
す
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
事
例
は
、
前
節
で
検
討
し
た
史

料
３
な
ど
、
時
頼
が
執
権
で
あ
っ
た
時
代
に
も
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
節
を
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

三　

評
定
会
議
前
に
お
け
る
時
頼
の
沙
汰

　

執
権
時
頼
期
に
お
い
て
、
時
頼
が
あ
る
案
件
を
評
定
に
諮
る
こ
と

を
指
示
し
た
と
す
る
『
鏡
』
の
記
事
は
、
①
宝
治
元
年
（
一
二
四
七
）

六
月
二
〇
日
条
、
②
同
年
六
月
二
八
日
条
、
③
同
年
九
月
一
一
日

条
、
そ
し
て
先
に
史
料
３
と
し
て
挙
げ
た
④
建
長
二
年
（
一
二
五
〇
）

一
二
月
二
〇
日
条
で
あ
る
。

　

①
～
③
の
事
例
は
、
宝
治
合
戦
の
戦
後
処
理
に
関
す
る
も
の
で

あ
る
。
①
で
は
、
宝
治
合
戦
で
自
害
し
た
三
浦
重
時
の
遺
領
の
う

ち
、
代
々
相
伝
知
行
の
領
家
職
を
没
収
す
る
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て

「
内
々
被
レ
経
二
沙
汰
、一
可
レ
伺
二
評
定
一
之
趣
」
を
時
頼
が
命
じ
た
と

い
う
。
②
は
、
囚
人
と
な
っ
て
い
た
三
浦
胤
村
が
反
逆
の
意
志
が
な

い
こ
と
を
申
し
出
て
き
た
の
で
、
得
宗
被
官
平
盛
綱
が
時
頼
に
取
り

次
い
だ
と
こ
ろ
、
時
頼
は
「
可
レ
伺
二
評
定
次
一
」
と
命
じ
て
い
る
。

③
で
は
、
筑
後
知
定
が
宝
治
合
戦
の
勲
功
の
賞
に
漏
れ
た
こ
と
を
訴

え
て
き
た
の
で
、
時
頼
は
「
仰
二
勲
功
奉
行
人
等
、一
究
二
淵
源
一
之
後
、

可
レ
披
二
露
評
定
次
一
之
由
」
を
得
宗
被
官
諏
方
蓮
仏
に
命
じ
て
い
る
。

④
（
史
料
３
）
は
、
将
軍
御
所
に
近
習
番
御
家
人
が
無
人
の
状
態
で

あ
る
の
で
、（
小
侍
所
別
当
北
条
実
時
が
）
時
頼
に
伺
い
を
立
て
た

と
こ
ろ
、
時
頼
か
ら
こ
の
案
件
を
評
定
に
「
可
レ
令
二
披
露
一
之
旨
」

の
返
答
が
あ
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
①
～
④
と
史
料
６
の
五
例
か
ら
、
そ
の
案
件
の
担
当
者
と

思
わ
れ
る
人
物
が
時
頼
の
も
と
に
赴
い
て
案
件
を
取
り
次
ぎ
、
時
頼

が
評
定
会
議
に
諮
っ
て
審
議
す
る
こ
と
を
指
示
す
る
、
と
い
う
状
況

が
見
え
て
く
る
。
案
件
を
時
頼
に
取
り
次
い
だ
人
物
と
し
て
は
、
②

③
で
は
具
体
的
に
得
宗
被
官
の
名
が
挙
が
っ
て
お
り
、
④
と
史
料

６
で
は
小
侍
所
関
係
者
と
推
測
し
た
。
ま
た
、
史
料
６
に
「
於
二
相

州（
時
頼
）禅

室
御
所
一
有
二
沙
汰
一
」、
①
に
は
「
内
々
被
レ
経
二
沙
汰
一
」
と
あ

る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
挙
げ
た
五
例
の
時
頼
の
沙
汰
は
、
時
頼
邸
で

行
わ
れ
た
内
々
の
沙
汰
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

時
頼
邸
に
お
い
て
行
わ
れ
た
内
々
の
沙
汰
と
す
れ
ば
、
そ
こ
で
想

起
さ
れ
る
の
は
寄
合
で
あ
ろ
う
。
現
在
知
ら
れ
て
い
る
寄
合
関
係
史

料
は
、
細
川
重
男
氏
が
ま
と
め
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
な
か
に
『
鏡
』

の
記
事
は
六
つ
あ
る
が
、
こ
こ
で
検
討
し
て
い
る
五
例
は
含
ま
れ
て

い
な
い（

（2
（

。
そ
も
そ
も
沙
汰
の
内
容
が
、
評
定
に
諮
っ
て
審
議
す
る
こ

と
を
決
し
て
い
て
、
最
終
判
断
は
評
定
で
な
さ
れ
る
形
に
な
っ
て
お

り
、
こ
の
時
頼
の
沙
汰
は
、
寄
合
で
は
な
い
と
考
え
た
方
が
よ
い
と

思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
寄
合
と
す
る
可
能
性
も
皆
無
で
は
な
い
の
で
、
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仁
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五
五

細
川
氏
が
ま
と
め
ら
れ
た
寄
合
関
係
史
料
と
右
の
五
例
の
記
事
を
検

討
し
て
お
こ
う
。

　

細
川
氏
が
挙
げ
ら
れ
た
『
鏡
』
に
見
え
る
六
つ
の
寄
合
関
係
史
料

の
う
ち
、
建
長
五
年
九
月
二
六
日
条
を
除
く
五
つ
に
は
、
寄
合
で
あ

る
こ
と
を
示
す
「
深
秘
御
沙
汰
」「
御
寄
合
」
な
ど
の
語
が
記
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
寄
合
の
参
加
者
と
し
て
見
え
る
の
は
、
得
宗
の
ほ

か
北
条
氏
一
門
・
安
達
氏
・
三
浦
氏
・
得
宗
被
官
で
あ
る
。
本
節
で

検
討
し
て
い
る
五
例
で
、
時
頼
の
も
と
に
案
件
を
取
り
次
い
だ
人
物

は
、
得
宗
被
官
と
小
侍
所
関
係
者
で
あ
っ
た
。
得
宗
被
官
お
よ
び
小

侍
所
別
当
の
北
条
実
時
は
、
寄
合
に
参
加
し
て
い
る
の
で
問
題
な
い

よ
う
に
も
思
え
る
。
し
か
し
、
細
川
氏
が
挙
げ
た
『
鏡
』
の
寄
合
記

事
で
、
参
加
者
が
書
か
れ
て
い
る
場
合
は
、
参
加
者
全
員
の
名
が
挙

げ
ら
れ
て
お
り
、
得
宗
と
そ
の
案
件
の
担
当
者
の
み
が
記
さ
れ
て
い

る
の
は
、
建
長
五
年
九
月
二
六
日
条
の
み
で
あ
る
。
本
節
で
検
討
し

て
い
る
五
例
に
つ
い
て
は
、「
深
秘
御
沙
汰
」「
御
寄
合
」
な
ど
の
語

が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
参
加
者
と
し
て
得
宗
と
そ
の
案
件
の
担

当
者
の
み
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
も
そ
も
沙
汰
の
内
容
か
ら
考

え
て
、
や
は
り
寄
合
と
は
別
の
沙
汰
と
考
え
た
方
が
よ
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

　

次
に
掲
げ
る
史
料
７
は
、
細
川
氏
が
挙
げ
ら
れ
た
『
鏡
』
に
見
え

る
寄
合
関
係
史
料
の
な
か
で
、
寄
合
で
あ
る
こ
と
を
示
す
「
深
秘
御

沙
汰
」「
御
寄
合
」
な
ど
の
語
が
な
く
、
か
つ
得
宗
と
そ
の
案
件
の

担
当
者
の
み
が
参
加
者
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
事
例
で
あ
る
。

【
史
料
７
】『
鏡
』
建
長
五
年
（
一
二
五
三
）
九
月
二
六
日
条

廿
六
日
辛
丑
、
為
二
倫（

矢
野
）長

奉
行
、一
於
二
殿
中
一
内
々
有
二
沙
汰
事
、一

是
山
門
領
之
外
、
以
二
山
僧
一
令
レ
補
二
預
所
職
一
事
、
可
レ
被
二
停

止
一
之
由
也
、
去
廿
日
評
定
之
時
其
二
有
沙
汰
、一
件
禁
制
者
、
去

延
応
元
七
月
廿
六
日
被
レ
定
レ
之
、
被
レ
仰
二
六
波
羅
一
訖
、
而
能

登
国
御
家
人
高
畠
太
郎
式
久
備
二
進
彼
式
目
案
文
一
之
間
、
為
二

校
合
一
可
二
写
進
一
旨
、
被
レ
下
二
御
教
書
於
備
後
前
司
康（

町
野
）持

一
之

処
、
依
レ
為
二
禁
忌
、一
同
廿
六
日
被
レ
仰
二
東
入
道
唯
明
、一
々
々

写
二

進
之
、一
仍
被
二

校
合
一

之
処
、
無
二

相
違
、一
評
定
之
時
可

レ
持
二
参
事
書
正
文
一
之
由
、
重
所
レ
被
二
仰
下
一
也
、

　

矢
野
倫
長
を
奉
行
と
し
て
、「
殿
中
」
に
お
い
て
内
々
に
沙
汰
が

あ
っ
た
。
沙
汰
の
内
容
は
、
去
る
九
月
二
〇
日
の
評
定
に
能
登
国
御

家
人
高
畠
式
久
が
提
出
し
た
延
応
元
年
（
一
二
三
九
）
七
月
二
六
日

付
式
目
（
鎌
倉
幕
府
追
加
法
一
一
六
条
）
の
案
文
の
有
効
性
が
問
わ

れ
、
幕
府
で
保
管
す
る
追
加
法
一
一
六
条
を
定
め
た
時
の
評
定
事
書

の
正
文
と
校
合
し
た
。
そ
の
結
果
、
案
文
に
問
題
は
な
か
っ
た
の
で
、

後
日
こ
の
案
件
を
審
議
す
る
評
定
会
議
に
評
定
事
書
の
正
文
を
持
参

す
る
よ
う
に
、
倫
長
に
重
ね
て
命
じ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
五
味

文
彦
・
細
川
重
男
両
氏
に
よ
っ
て
、「
殿
中
」
は
得
宗
邸
を
指
す
こ
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五
六

と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
そ
こ
で
開
か
れ
た
内
々
の
沙
汰
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
は
寄
合
の
事
例
と
理
解
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
し
か
し
史
料
７

に
寄
合
を
示
す
語
が
な
く
、
参
加
者
と
し
て
得
宗
時
頼
と
担
当
奉
行

人
の
矢
野
倫
長
の
名
し
か
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
本
節
で
検

討
し
て
い
る
五
例
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
時
の
時
頼
邸
に
お

け
る
沙
汰
で
は
、
式
目
案
文
の
真
偽
確
認
が
な
さ
れ
、
評
定
事
書
正

文
を
次
の
評
定
に
提
出
す
る
こ
と
が
決
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、

「
可
レ
伺
二
評
定
一
」
な
ど
と
同
じ
こ
と
を
い
っ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（

（3
（

。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
史
料
７
の
時
頼
邸
に

お
け
る
沙
汰
も
、
寄
合
で
は
な
く
、
評
定
会
議
前
の
手
続
き
と
し
た

方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

右
の
検
討
結
果
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
執
権
時
頼
・
長
時
期
の

寄
合
の
事
例
は
、
す
べ
て
寛
元
四
年
（
一
二
四
六
）
と
宝
治
元
年

（
一
二
四
七
）
の
も
の
と
な
り
（
註
（
29
）
で
言
及
し
た
事
例
も
含

む
）、
時
頼
が
執
権
と
な
っ
た
直
後
の
混
乱
期
に
し
か
寄
合
の
記
事

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
取
り
扱

わ
れ
て
い
る
事
柄
は
、
経
時
か
ら
時
頼
へ
の
執
権
職
譲
渡
、
宮
騒
動
・

宝
治
合
戦
の
戦
後
処
理
に
関
す
る
も
の
で
、
幕
府
内
部
が
混
乱
し
て

い
る
時
期
に
、
最
重
要
課
題
が
議
せ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
節

で
取
り
上
げ
た
①
～
③
の
事
例
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
宝
治
合

戦
の
具
体
的
な
戦
後
処
理
に
つ
い
て
は
評
定
会
議
で
も
評
議
さ
れ
て

い
た
。
ま
た
、
時
頼
は
取
り
次
が
れ
た
案
件
の
い
く
つ
か
を
評
定
会

議
に
諮
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
執
権
時

頼
・
長
時
期
の
最
終
議
決
機
関
は
あ
く
ま
で
も
評
定
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

以
上
、
執
権
時
頼
・
長
時
期
に
お
い
て
、
評
定
会
議
前
に
時
頼
邸

で
沙
汰
が
あ
り
、
時
頼
が
そ
の
案
件
を
評
定
に
諮
っ
て
審
議
す
る
旨

を
指
示
し
て
い
る
事
例
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
史
料
７
の
よ
う
に
、

時
頼
が
執
権
で
あ
っ
た
時
は
、
自
身
も
出
席
す
る
評
定
で
最
終
的
な

結
論
を
出
す
こ
と
に
な
る
が
、
執
権
長
時
期
に
は
、
時
頼
は
評
定
会

議
に
参
加
し
て
い
な
い
の
で
、
評
定
の
前
の
段
階
で
の
み
関
わ
っ
て

い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
執
権
長
時
期
の
史
料
６
を
見
る
と
、
時

頼
は
評
定
会
議
に
諮
る
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
が
、
結
論
は
執
権
長

時
が
主
導
す
る
評
定
で
出
さ
れ
て
い
る
点
に
注
意
し
た
い
。
長
時
が

主
導
す
る
評
定
が
出
す
結
論
に
は
、
時
頼
の
意
向
が
反
映
さ
れ
て
い

た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
を
知
る
こ
と

の
で
き
る
史
料
を
提
示
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
菊
池
紳
一
氏
は
、

執
権
長
時
が
評
定
会
議
を
主
導
し
た
形
跡
が
窺
え
な
い
と
さ
れ
る

が
、
執
権
を
退
い
た
時
頼
が
、
評
定
を
主
導
し
て
い
る
姿
も
見
え
て

こ
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（

（3
（

。

　

ま
た
、
こ
こ
で
見
て
き
た
の
は
、
時
頼
が
そ
の
案
件
を
評
定
に
か

け
る
旨
の
指
示
を
出
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
時
頼
に
取
り
次
が
れ
た
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段
階
で
、
評
定
に
か
け
る
こ
と
な
く
、
時
頼
の
も
と
で
一
定
の
結
論

を
出
す
と
判
断
さ
れ
た
事
例
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
前
節
で
検
討
し
た
、
小
侍
所
と
と
も
に
行
っ
た
御
所
内
番
衆
や

供
奉
人
の
選
定
な
ど
は
、
そ
の
類
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
こ
の
よ

う
な
手
続
き
が
す
べ
て
の
案
件
に
つ
い
て
取
ら
れ
て
い
た
の
か
、
案

件
が
限
定
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
基
準
で
こ
の
よ
う
な

手
続
き
が
な
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

お
わ
り
に

　

執
権
時
頼
・
長
時
期
の
幕
政
運
営
に
つ
い
て
、
評
定
会
議
を
中
心

に
検
討
し
た
。
本
稿
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
簡
単
に
ま
と
め
て
お
こ

う
。

　

ま
ず
、
執
権
時
頼
・
長
時
期
の
評
定
会
議
は
主
に
執
権
・
連
署
邸

で
開
か
れ
、
将
軍
が
関
与
す
る
こ
と
な
く
、
執
権
が
主
導
し
て
い
た

こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
し
て
、
執
権
長
時
期
の
時
頼
が
、
御
所
内
諸

番
衆
の
結
番
、
将
軍
出
行
に
伴
う
供
奉
人
や
的
始
の
射
手
の
選
定
な

ど
、
小
侍
所
が
管
轄
す
る
事
柄
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
見
た
。
た

だ
し
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
時
頼
が
執
権
で
あ
っ
た
時
か
ら
関
与

し
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
執
権
時
頼
・
長
時
期
に
お
い
て
、

評
定
会
議
前
の
段
階
で
、
時
頼
が
そ
の
案
件
を
評
定
に
諮
っ
て
審
議

す
る
旨
を
指
示
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
時
頼
は
執
権
を
退
い

た
後
、
評
定
会
議
自
体
に
は
参
加
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
前
の
段
階

で
関
与
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
執
権
長
時
が
主
導
す
る

評
定
に
、
時
頼
の
意
向
が
ど
れ
だ
け
反
映
さ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て

は
、『
鏡
』
か
ら
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

こ
こ
で
検
討
し
た
こ
と
の
多
く
は
、
今
ま
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
て

き
た
こ
と
を
再
確
認
し
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
れ
に
付
け
加
え
る
こ

と
が
で
き
た
と
す
れ
ば
、
最
後
に
見
た
時
頼
に
よ
る
評
定
前
の
沙
汰

と
い
う
点
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
手
続
き
の
存
在
が
認
め
ら
れ

る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
こ
の
時
期
だ
け
に
見
ら
れ
る
も
の
な
の
か
ど
う

か
、
検
証
す
る
必
要
が
あ
ろ
う（

（3
（

。
ま
た
、
従
来
議
論
さ
れ
て
き
た
将

軍
権
力
の
問
題
、
引
付
制
な
ど
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
い
ず
れ
も
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

註（
１
）		

鎌
倉
幕
府
政
治
史
に
関
す
る
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
細
川
重
男
『
鎌

倉
政
権
得
宗
専
制
論
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
〇
〇
年
）、秋
山
哲
雄
『
北

条
氏
権
力
と
都
市
鎌
倉
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
）
に
詳
し
い
。

（
２
）		

青
山
幹
哉
「
鎌
倉
幕
府
将
軍
権
力
試
論
―
将
軍
九
条
頼
経
～
宗
尊

親
王
期
を
中
心
と
し
て
―
」（『
年
報
中
世
史
研
究
』八
、
一
九
八
三
年
）、

工
藤
勝
彦
「
九
条
頼
経
・
頼
嗣
将
軍
期
に
お
け
る
将
軍
権
力
と
執
権

権
力
」（『
日
本
歴
史
』
五
一
三
、
一
九
九
一
年
）。
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法
政
史
学

　
第
七
十
九
号

五
八

（
３
）		

五
味
克
夫
「
鎌
倉
幕
府
の
番
衆
と
供
奉
人
に
つ
い
て
」（『
鹿
児
島

大
学
文
科
報
告
』
七
、一
九
五
八
年
）、
川
添
昭
二
「
北
条
時
宗
の
研

究
―
連
署
時
代
ま
で
―
」（『
日
蓮
と
そ
の
時
代
』
山
喜
房
仏
書
林
、

一
九
九
九
年
、
初
出
一
九
八
二
年
）、
青
山
幹
哉
註
（
２
）
前
掲
論

文
、
盛
本
昌
広
「
関
東
御
公
事
賦
課
と
小
侍
所
」（『
千
葉
県
史
研
究
』

一
〇
、
二
〇
〇
二
年
）、
永
井
晋
「
北
条
実
時
論
」（『
金
沢
北
条
氏
の

研
究
』
八
木
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）、
池
田
瞳
「
北
条
時
宗
・
金
沢
実

時
期
の
小
侍
所
―
『
吾
妻
鏡
』
を
素
材
と
し
て
―
」（
阿
部
猛
編
『
中

世
政
治
史
の
研
究
』
日
本
史
史
料
研
究
会
、
二
〇
一
〇
年
）。

（
４
）		

岡
邦
信
「
鎌
倉
幕
府
後
期
に
お
け
る
訴
訟
制
度
の
一
考
察
―
引
付

廃
止
と
「
重
事
直
聴
断
」
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
中
世
武
家
の
法
と

支
配
』
信
山
社
、
二
〇
〇
五
年
、
初
出
一
九
八
六
年
）、
佐
々
木
文

昭
「
鎌
倉
幕
府
引
付
頭
人
小
考
」（『
北
海
道
武
蔵
女
子
短
期
大
学

紀
要
』
四
三
、
二
〇
一
一
年
）、
尹
漢
湧
「
引
付
の
訴
訟
外
機
能
か

ら
見
た
執
権
政
治
の
構
造
」（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』

二
二
、
二
〇
一
二
年
）
な
ど
。

（
５
）		

佐
藤
進
一
「
鎌
倉
幕
府
政
治
の
専
制
化
に
つ
い
て
」（『
日
本
中
世

史
論
集
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
、
初
出
一
九
五
五
年
）
七
〇
〜

八
一
頁
、
細
川
重
男
註
（
１
）
前
掲
書
三
三
三
頁
参
照
。

（
６
）		

尹
漢
湧
氏
は
「
得
宗
専
制
期
に
お
け
る
評
定
―
寄
合
と
の
関
係
を

中
心
に
―
」
と
題
す
る
報
告
の
な
か
で
、
寄
合
が
制
度
化
さ
れ
て
評

定
の
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
段
階
で
も
、
寄
合
が
関
与
す
る
こ
と
な

く
、
評
定
で
処
理
さ
れ
て
い
る
案
件
が
あ
り
、
評
定
独
自
の
活
動
領

域
も
存
在
し
た
こ
と
な
ど
を
主
張
し
て
お
ら
れ
る
（『
史
学
雑
誌
』

一
一
四
―
一
二
〔
二
〇
〇
五
年
〕
に
報
告
要
旨
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
）。

（
７
）		

菊
池
紳
一
「
北
条
長
時
に
つ
い
て
」（
北
条
氏
研
究
会
編
『
北
条
時

宗
の
時
代
』八
木
書
店
、二
〇
〇
八
年
）お
よ
び
註（
３
）前
掲
諸
論
文
。

（
８
）		

拙
稿
「
執
権
政
治
期
の
幕
政
運
営
に
つ
い
て
」（『
国
立
歴
史
民
俗

博
物
館
研
究
報
告
』
四
五
、
一
九
九
二
年
）
一
四
四
～
一
四
八
頁
。

（
９
）		

秋
山
哲
雄
「
都
市
鎌
倉
に
お
け
る
北
条
氏
の
邸
宅
と
寺
院
」（
註（
１
）

前
掲
書
、
初
出
一
九
九
七
年
）
三
一
～
三
七
頁
。

（
10
）		

『
鏡
』
同
日
条
。

（
11
）		

秋
山
哲
雄
註
（
９
）
前
掲
論
文
三
一
頁
。

（
12
）		

以
上
、
新
御
所
造
営
に
つ
い
て
は
『
鏡
』
建
長
四
年
四
月
二
一
日
、

四
月
二
九
日
（
表
―
２
）、
六
月
二
日
、
一
一
月
一
一
日
（
表
―
７
）

の
各
条
参
照
。

（
13
）		

『
鏡
』
建
長
四
年
五
月
一
七
日
条
（
表
―
４
）、
同
年
七
月
九
日
条
。

（
14
）		

秋
山
哲
雄
註
（
９
）
前
掲
論
文
三
五
頁
。

（
15
）		

秋
山
哲
雄
註
（
９
）
前
掲
論
文
三
六
頁
、
高
橋
一
樹
「
鎌
倉
幕

府
に
お
け
る
権
門
間
訴
訟
の
奉
行
人
」（『
年
報
三
田
中
世
史
研
究
』

一
六
、
二
〇
〇
九
年
）
一
〇
頁
。

（
16
）		

史
料
２
の
評
定
も
、
連
署
重
時
邸
で
開
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
17
）		

『
鏡
』
寛
元
元
年
（
一
二
四
三
）
九
月
二
五
日
条
（
鎌
倉
幕
府
追
加

法
二
一
三
条
〔『
中
世
法
制
史
料
集
』
第
一
巻
、
鎌
倉
幕
府
法
。
以
下
、

追
加
法
は
同
書
に
よ
る
〕）お
よ
び
註（
８
）前
掲
拙
稿
一
五
一
頁
参
照
。

（
18
）		
後
の
事
例
に
な
る
が
、『
永
仁
三
年
記
』
同
年
（
一
二
九
五
）
正
月

五
日
条
に
も
「
御
評
定
始
、（
中
略
）、
三
ケ
条
沙
汰
以
後
、
御
□〔

事
ヵ
〕書

上
覧
、
武

（
北
条
時
村
）

州
、
能（

佐
々
木
宗
綱
）

州
持
参
」
と
あ
り
、
評
定
始
の
後
に
将
軍
久
明
親
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執
権
時
頼
・
長
時
期
の
幕
政
運
営
に
つ
い
て
（
仁
平
）

五
九

王
が
評
定
事
書
を
閲
覧
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
19
）		

『
鏡
』
同
日
条
。

（
20
）		
菊
池
紳
一
氏
は
、
将
軍
と
の
主
従
制
に
関
わ
る
部
分
は
得
宗
時
頼
・

時
宗
が
管
轄
し
、
長
時
は
執
権
と
し
て
忠
実
に
事
務
処
理
を
す
る
得

宗
の
代
官
で
あ
っ
た
と
評
し
て
お
ら
れ
る
（
註
（
７
）
前
掲
論
文

一
七
七
・
一
八
三
・
一
八
七
・
一
八
八
頁
）。
ま
た
、
森
幸
夫
氏
は
長

時
を
形
式
的
な
存
在
と
さ
れ
（『
討
論　

鎌
倉
末
期
政
治
史
』〔
日
本

史
史
料
研
究
会
、二
〇
〇
九
年
〕一
一
九
～
一
二
〇
頁
）、
池
田
瞳
氏
も
、

得
宗
時
頼
は
小
侍
所
を
通
し
て
将
軍
権
力
に
も
介
入
し
て
お
り
、
強

い
立
場
に
あ
っ
た
と
し
て
お
ら
れ
る（
註（
３
）前
掲
論
文
一
四
九
頁
）。

（
21
）		

傍
注
を
付
し
た
「
目
六
」
の
部
分
は
、
吉
川
本
に
従
っ
て
「
者
及
」

と
し
、「
於
二
芸
能
之
輩
一
者
、及
二
度
一々
被
レ
仰
二
合
相
州
禅
門
、一
治
定
」

と
し
た
方
が
意
味
を
取
り
や
す
い
で
あ
ろ
う
。

（
22
）		

菊
池
紳
一
註
（
７
）
前
掲
論
文
一
八
三
頁
。

（
23
）		

小
侍
所
に
つ
い
て
は
、
註
（
３
）
前
掲
諸
論
文
を
参
照
。

（
24
）		

こ
の
条
文
に
あ
る
「
沙
汰
」
を
評
定
会
議
と
解
す
る
こ
と
も
で
き

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
こ
で
は
、
小
侍
所
が
管
轄
す
る
犬
追
物
の

射
手
な
ど
を
選
定
す
る
こ
と
と
理
解
し
た
。

（
25
）		

傍
注
を
付
し
た
「
在
国
」
の
部
分
は
、
国
史
大
系
本
の
頭
注
に
よ

る
と
、
底
本
で
あ
る
北
条
本
で
「
任
」
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
、

寛
永
活
字
本
に
従
っ
て
「
在
」
と
校
訂
し
た
と
い
う
。『
検
非
違
使
補

任
』（『
続
群
書
類
従
』
四
輯
上
）
弘
長
元
年
（
一
二
六
一
）
条
に
よ
る	

と
、
同
年
七
月
二
一
日
に
二
階
堂
行
有
が
尾
張
守
に
、
同
行
氏
が
讃
岐	

守
に
補
任
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
は
北
条
本
に
拠
っ
て
「
任
国
」
と
し

た
方
が
よ
り
理
解
し
や
す
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
26
）		

小
侍
所
に
よ
る
供
奉
人
催
促
状
発
給
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
盛

本
昌
広
註
（
３
）
前
掲
論
文
に
詳
し
い
。

（
27
）		

五
味
克
夫
註
（
３
）
前
掲
論
文
一
八
頁
参
照
。

（
28
）		

執
権
長
時
期
の
『
鏡
』
の
記
事
（
宗
尊
親
王
将
軍
記
）
は
、
編
纂

材
料
に
小
侍
所
で
作
ら
れ
た
記
録
が
使
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
指
摘

さ
れ
て
お
り
、
小
侍
所
関
係
の
記
事
が
非
常
に
多
い
（
石
田
祐
一
「
放

生
会
と
弓
始
の
記
事
に
つ
い
て
」〔『
中
世
の
窓
』八
、
一
九
六
一
年
〕）。

従
っ
て
、
他
の
案
件
に
関
し
て
も
、
時
頼
が
関
与
し
て
い
た
可
能
性

を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
29
）		

細
川
重
男
註
（
１
）
前
掲
書
三
四
七
～
三
五
〇
頁
。
細
川
氏
が

挙
げ
て
お
ら
れ
る
『
鏡
』
に
見
え
る
寄
合
関
係
史
料
は
、
寛
元
四

年
（
一
二
四
六
）
三
月
二
三
日
、
同
年
六
月
一
〇
日
、
宝
治
元

年
（
一
二
四
七
）
六
月
二
二
日
、
同
年
六
月
二
六
日
、
建
長
五

年
（
一
二
五
三
）
九
月
二
六
日
、
文
永
三
年
（
一
二
六
六
）
六
月

二
〇
日
の
各
条
で
あ
る
。
な
お
、『
鏡
』
寛
元
四
年
五
月
二
六
日
条

に
「
今
日
於
二

左
親

（
時
頼
）

衛
御
方
、一
内
々
有
二
御
沙
汰
事
、一
右（

北
条
政
村
）

馬
権
頭
、

陸（

北

条

実

時

）

奥
掃
部
助
、
秋（

安
達
義
景
）

田
城
介
等
為
二
其
衆
一
」
と
あ
る
。
寄
合
で
あ
る
こ

と
を
示
す
「
深
秘
御
沙
汰
」「
御
寄
合
」
な
ど
の
語
は
な
い
が
、
得
宗

時
頼
邸
に
お
け
る
内
々
の
沙
汰
で
、
時
頼
の
ほ
か
に
北
条
政
村
・
北

条
実
時
・
安
達
義
景
が
参
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
寄
合
の
記
事
と

し
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
30
）		
五
味
文
彦
『
増
補
吾
妻
鏡
の
方
法
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）

一
〇
六
～
一
一
〇
頁
、
細
川
重
男
註
（
１
）
前
掲
書
二
二
九
・
三
四
九
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法
政
史
学

　
第
七
十
九
号

六
〇

頁
。

（
31
）		

本
節
で
検
討
し
て
き
た
五
例
で
は
、「
可
レ
伺
二
評
定
一
」
な
ど
と
あ

る
だ
け
で
、
史
料
７
の
よ
う
に
具
体
的
な
内
容
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

五
味
文
彦
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
に
よ
う
に
、
史
料
７
の
編
纂
材
料

に
担
当
奉
行
の
矢
野
倫
長
の
記
録
が
使
わ
れ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ

う
な
詳
し
い
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
（
五
味
文
彦

註
（
30
）
前
掲
書
一
〇
六
～
一
一
〇
頁
）。

（
32
）		

菊
池
紳
一
註
（
７
）
前
掲
論
文
一
七
七
頁
。
弘
長
二
年
（
一
二
六
二
）

一
一
月
、
湯
浅
智
眼
（
宗
業
）
が
寄
進
地
安
堵
の
関
東
下
知
状
を
得

る
た
め
に
鎌
倉
に
下
っ
た
際
に
、
ま
ず
得
宗
時
頼
に
事
情
を
説
明
し
、

時
頼
か
ら
好
感
触
を
得
た
後
に
執
権
長
時
に
見
参
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
こ
の
一
件
を
評
定
に
か
け
ず
に
下
知
状
を
出
し
て
も
ら
い
た
い

と
話
し
、
評
定
を
経
る
こ
と
な
く
下
知
状
が
出
さ
れ
た
と
い
う
（
弘

長
四
年
二
月
日
湯
浅
智
眼
置
文
〔
高
橋
修
『
中
世
武
士
団
と
地
域
社

会
』
清
文
堂
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
五
六
～
一
六
〇
頁
に
「
星
尾
寺
縁

起
」
と
し
て
翻
刻
〕）。
森
幸
夫
氏
は
、
こ
れ
を
執
権
長
時
期
の
時
頼

が
幕
政
の
実
権
を
握
っ
て
い
た
事
例
と
し
て
挙
げ
て
お
ら
れ
る
（『
討

論　

鎌
倉
末
期
政
治
史
』〔
註
（
20
）
前
掲
〕
一
二
〇
頁
）。
た
し
か
に
、

こ
こ
で
は
得
宗
時
頼
の
意
向
が
強
く
作
用
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
が
、
評
定
を
経
な
い
で
下
知
状
を
発
給
す
る
こ
と
を
最
終
的
に
判

断
し
た
の
は
執
権
長
時
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
33
）		

例
え
ば
、
執
権
経
時
期
の
『
鏡
』
寛
元
元
年
（
一
二
四
三
）
二
月

二
五
日
条
に
「
諸
御
家
人
任
官
間
事
、
日
来
内
々
被
レ
経
二
沙
汰
、一
今

日
、
於
二
評
議
一
有
二
治
定
之
篇
一
」
と
あ
る
。
こ
の
「
日
来
内
々
被

レ
経
二
沙
汰
一
」
と
は
、評
定
前
の
手
続
き
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、
執
権
泰
時
期
の
仁
治
二
年
（
一
二
四
一
）
五
月
二
日
清
原
良

元
書
状
に
「
昨
日
も
参
二
武
蔵（

泰
時
）前

司
殿
一
候
き
、
今
日
御
引
付
日
候
云	

々
」
と
あ
る
（
大
澤
泉
・
築
地
貴
久
・
桃
崎
有
一
郎
「
い
わ
ゆ
る
『
年

代
記
（
十
三
代
要
略
、
歴
代
秘
録
）』
紙
背
文
書
の
校
訂
」〔『
鎌
倉
遺

文
研
究
』
二
九
、
二
〇
一
二
年
〕
一
五
八
頁
に
三
六
号
文
書
と
し
て

翻
刻
）。
こ
の
「
御
引
付
」
は
、
先
に
史
料
７
に
見
た
よ
う
な
、
訴
訟

に
提
出
さ
れ
た
証
拠
文
書
の
校
合
な
ど
の
こ
と
を
指
す
の
で
あ
ろ
う

か
。
な
お
、
仁
治
二
年
六
月
一
五
日
鎌
倉
幕
府
追
加
法
一
六
六
条
に

も
「
以
二
月
次
之
引
付
一
」
と
あ
り
、
こ
の
こ
ろ
毎
月
引
付
が
あ
っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
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